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2) 図書紹介として本岡武による 『東南アジア研
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以外に知 る由もないけれ ど も, このよ うな
｢変化｣の背景に,著者自身の変化 もなかっ
たであろうか｡たとえば,第 1回の調査では
あまり心の中を著者に述べなかった村人 も,
4年後の再会でうちとけて,より素直に情報
や資料を提供 してくれたことはなかっただろ
424
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うか｡またその間に,著者の北 タイ語 もしく
はタイ ･ルー語の理解が深まったことはない
であろうか｡そのために十分得ることのでき
た情報や資料の一部を "多様化"と見 ること
はなかったか｡いずれにせよ,フィール ド･
ワ-カーが =変化"を扱 う時には,自分自身
の "変化"についても注意を払 う必要があろ
う｡
ところで著者はcultureとか ethnography
というような概念をきわめて特徴的に駆使す
ることによって,本書をたい-ん独特なスタ
イルに作 りあげている｡たとえば,ethnogra-
phyをこれまでの ｢民族誌｣とははっき り区
別することによって,この本をタイ ･ルー族
の ｢エンサイクロペデ ィア｣にすることから
救っているけれども,同時にその事実にもと
づいて,一部においては分析の文脈を理解す
るのにいさざか困難になっている｡たとえば,
家族なら家族については全体的な記述がない
上に,索引も不十分なために,本書を読んで
いるうちに,家族構造を知る必要があった時
にはその発見が容易ではないのである｡
以上,本書の問題点について若干の指摘を
おこなったのであるが,これ らの存在はけっ
して本書の価値や著者の人鞍学者 としての水
準に疑問をいだがせるものではないのである｡
人類学者のみならずそのほかの社会科学者,
ならびに農業開発に従事する方 々にも一読を
おすすめする｡
